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 素形材製品・部品に多く用いられるアルミニウム合金の弱点である低硬度で

不十分な耐摩耗性の向上を目的として、無電解ニッケルめっき及び高周波誘導

加熱の適用を検討した。 

 無電解ニッケルめっきは、皮膜組成を変化させてアルミニウム合金上に約

30μｍめっきした。 

 加熱は、片面からの場合、周波数 100kＨｚ、コイル－試片間距離１mm、加熱

出力を一定として時間を変化させた。両面から移動式で加熱する場合は、周波

数 350kＨz、コイル－試片間距離 1.75mm、加熱時間 2秒一定とし、出力を変化

させた。めっき皮膜は、時間または出力の選択により秒単位で電気炉 1時間加

熱と同等の 900～1000ＨＶに硬化した。この際、加熱により変形が生じ、特に片

面からの高周波加熱は高さ方向で最大 75μm と大きかった。 

 耐摩耗性はテーバ式及び大越式迅速摩耗試験機により評価した。８wt％以上

のＰ含有めっき皮膜では、硬さの向上する加熱条件で摩耗量は大きく減少し、

耐摩耗性が向上した。しかし、５wt％Ｐ又は１wt％Ｂ含有皮膜では必ずしも向

上せず、皮膜組成の影響が大きい結果となった。 

 Ｘ線回折からニッケル－リンめっき皮膜の場合、高周波加熱によりニッケル

の結晶化が進むとともに金属間化合物Ｎi３Ｐの析出が確認された。 
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